
第
三
回「
家
老
の
日
記
で
学
ぶ
古
文
書
」

○「
岡
本
元
朝
日
記
五
十
二
」
（混
架
七-

三
八
〇-

五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）八
月
二
十
六
日
の
条
～

【
原
文
】



　
　
　
　○
此
中
廿
三
日
よ
り
廿
五
日

ま
て
日
本
橋
ニ
て
さ
ら
し
者
昨
日
小
塚
原
ニ
て
打
首
ニ

成
候
由
、
是
ハ
去
年
秋
中
ニ
此
方
御
屋
敷
東
御
門

向
御
た
ゝ
み
奉
行
衆
之
小
姓
之
由
也
、
し
か
り
を

得
候
て
追
出
さ
れ
候
意
趣
ニ
、
夜
中
し
み
せ
ん

堀
を
舟
に
の
り
う
ら
藪
よ
り
寝
間
へ
し
の
び
入
、

主
人
ふ
し
た
る
蚊
や
之
外
よ
り
切
候
へ
共
う
す

手
故
、
主
人
お
き
あ
わ
せ
刀
を
ぬ
き
切
は
ら
い

追
候
へ
ハ
わ
き
さ
し
を
落
し
逃
候
由
、
夜
中
故

何
者
と
云
事
不
知
候
へ
共
落
候
わ
き
さ
し

主
人
拵
候
て
と
ら
せ
た
る
わ
き
さ
し
故
、

し
れ
候
て
披
露
ニ
な
り
御
公
儀
よ
り
御
詮
議
ニ

御
座
候
故
、
此
中
捕
ら
れ
右
之
通
ニ
御
座
候
由
、

昨
日
此
方
御
屋
し
き
前
ひ
か
れ
候
時
右
主
人

門
前
ニ
て
主
人
の
名
を
高
ク
呼
、
首
を
預
ケ

お
き
候
、
三
年
ノ
内
ニ
お
も
ひ
し
ら
せ
ん
と
申
候

よ
し
、
不
届
者
ニ
御
座
候
也
、
右
主
人
の
親
父

と
り
立
候
者
ニ
有
之
由
、
本
之
儀
ハ
下
女
に

密
通
い
た
し
そ
れ
故
不
届
共
有
之
追
出
シ

い
た
さ
れ
候
由
、
さ
て
下
女
ハ
其
後
主
人
の
妾
ニ

な
り
候
と
申
沙
汰
い
た
し
候
也
、

一
廿
六
日
雨
降
ル

宝
永
六
年
年

　八
月
日
記

己丑

【
解
読
文
】


